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特集：入学 

広大な筑波キャンパスで 

古川 誠一（筑波大学 生命環境系） 

  新入生のみなさん，ご入学おめでとうございます．今年

の入学式は桜の開花時期にも恵まれ，気分も高まる新シーズ

ンをお迎えのことと思います．そしてこの筑波大学，きっと

みなさんのこれまで通ってきた小学校から高校までと比べる

とその違いに驚かれている人も多いと思います．まず広いで

す．その中に宿舎や様々な料理屋さんも整備されています．

自転車やバスを利用しないと休み時間の移動も大変です．き

っと初めての授業では教室が見つからずに遭難して途方に暮

れている人も多いのではないかと思います．ただもしかした

ら，このような広大なキャンパスはみなさんがこれから朝か

ら場合によると深夜まで過ごすことになるかもしれない大学

生活の中で，どんどん視野を広げていくため用意された必然

性のあるものなのかもしれません． 
大学は一般的に自由であると言われています．おそらくみ

なさんの多くは，大学に入ったら勉強に遊びにサークルにバ

イトにと色々とイメージを膨らませてきたことと思います．

そして実際に筑波大学での生活は，それらの活動を支援して

くれる舞台を準備してくれていると思います．新しいことを

すれば必ず何か新しいことを発見することができ，自分で意

識してなくても経験値として積み上がっていきます．それは

ゲームのように数値化もされないかもしれませんが，今後相

対するかもしれないモンスター・・・ではなく障害を乗り越

えるための武器となってくれるはずです．そんなわけで，み

なさんにはこの４年間でこれまでにはできなかったような新

しいことをたくさん体験していってほしいと思います． 
さて，大学とは学生生活と社会人生活の狭間にある大切な

期間です．ちょうど私が研究している昆虫に例えると蛹に該

当するのではないでしょうか．昆虫は幼虫と成虫で，その役

割や生理機能が全く変わります．蛹の期間をもつ完全変態昆

虫が地球上の様々な環境に適応進化しているという事実を考

えると，この期間が如何に重要なものであるか分かると思い

ます． 
それでは，この重要な期間にみなさんはどのような変化を

遂げていく必要があるのでしょうか？学校にしても社会にし

てもみなさんの行ってきた行動は周りの人に客観的に評価さ

れます．しかしその判定方法には大きな違いがあり，学校で

はどれだけ授業を理解したのかをテストやレポートによって

確認される一方で，社会では外に向けて行ったことによる業

績が評価されます．つまり学校ではどれだけ周りから入力で

きたかを定期的に確認してもらえたのに対し，社会では自分

が出力しないことには，どんなに知識を吸収しても評価もゼ

ロになってしまいます．この入力と出力はベクトルが全く逆

の概念であり，劇的に変えていかなければならない最重要事

項かもしれません． 

とは言っても，大学での成績評価もやはり基本的には試験

かもしれません．それではどうしたら社会人に必須の出力能

力を身につけることができるのでしょう？これは先ほどちょ

っと述べた新しい事への挑戦が大きく関わってきます．「大学

に入ったら○○をしよう」というモチベーション，きっとみ

なさんは今まで以上にそのような気持ちを抱きながら入学し

てきていると思いますが，それらはどんな方向性であっても

出力能力の向上につながります．その気持ちを忘れずに勢い

よく前に進んでもらえたらと思います． 
大学生活は自由というものの，時にはできれば避けて通り

たいような自分の苦手な難題も降りかかってくることもある

と思います．もしかしたら最初は完璧に対処することはでき

ないかもしれません．それでもまずは気持ちだけでも良いと

思うので，少し頑張ってみようかなと思ってみるようにして

みてください．そのほんの少しの気持ちの積み重ねが卒業す

るときには精神的な成長となって，あらゆる場面に役立つ能

力として身についているはずです． 
さあ，これから長い学生生活の最終章が生物学類で始まろ

うとしています．４年生では，卒業研究として自分一人の研

究テーマを実施することと思います．研究には，知識力はも

ちろんですが，集中力や連携力など精神的なものも大きく必

要になってきます．そして，もしかしたらこれが研究に触れ

る最後の機会となる人もいるかもしれません．そのようなこ

とから，この単位は大学卒業だけのためと考えず自分の学生

時代の集大成だと思って，これまでに見たこと，聞いたこと，

そして感じたこと・・・五感をフル動員して取り組んでくれ

たらと思います． 
 

 

4月にキャンパス内で見られた分蜂です． 
みなさんも色々発見してみてください． 
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